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「読み聞かせ」がなぜ大切なのか
●親に「読み聞かせ」をしてもらった記憶は一生消えない、
たくさんの本を読んでもらった子どもは語彙が豊富な
ど、子どもの心と言葉の成長に「読み聞かせ」がなぜ大切
なのか解説します。
●家庭や教室などシーンに即して「読み聞かせ」の楽しみ
方、実例を紹介します。

「読み聞かせに向いている本」452冊を掲載
●幼稚園・小学校の教員、司書教諭、学校司書、公共図書
館司書、ボランティアなどにアンケートを実施し「経験の
中で子どもたちの反応が良かった本」「手応えを感じた
本」を集計しました。
●「読み聞かせ」を行った場面、対象年齢・学年、作品の特
徴、子どもたちの反応などの回答も掲載しました。
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● 何を読み聞かせればいいの？　実践解説とブックガイド ●
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（3）時間の共有
　「読み聞かせ」における物語の共有、場の共有のお話をしてきました。
もう一つ、これがいちばん大事だと思う「時間の共有」について。
　小学校に入ると国語で本の音読を家でしなさいという宿題がでること
がよくあります。子どもが課題となっている文章を読んで、おうちの人
が聞いて、チェックをしたり、コメントを書いたりするというものです。
音読チェックは、たとえば洗い物や、洗濯物をたたむといった「ながら」
で行うことが可能です。この場合、親はもちろん子どものために時間を
割いているわけですが、子どものためだけに時間を使っているわけでは
ありません。
　一方「読み聞かせ」です。「ながら」音読宿題はできますが、「読み
聞かせ」に関しては「ながら」は絶対できません。親御さんがしなけれ
ばいけないこと、したいことをやめて、子どもと時間を共にしないと絶
対できないのが「読み聞かせ」なのです。
　「読み聞かせ」をしてもらうとき、お父さん、お母さんが自分のため
だけに本を読んでくれた。すべてをやめて、お父さん、お母さんが本を
読んでくれたという、それが、子どもにとって愛されているという実感
のひとつになるだろうなと思うのです。
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